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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 19,275 84.5 1,689 74.4 1,249 362.1 850 356.2

2021年3月期第3四半期 10,445 △20.6 968 14.5 270 △68.7 186 △68.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 369.49 ―

2021年3月期第3四半期 79.15 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 15,845 9,279 58.6 4,165.69

2021年3月期 12,947 8,695 67.2 3,700.06

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 9,279百万円 2021年3月期 8,695百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

2022年3月期 ― 5.00 ―

2022年3月期（予想） 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 60.1 2,000 20.9 1,600 163.9 1,100 164.5 481.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２.四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適

用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２.四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 2,370,000 株 2021年3月期 2,370,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 142,441 株 2021年3月期 19,962 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 2,303,079 株 2021年3月期3Q 2,356,608 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.　２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、昨年７月に４度目の緊

急事態宣言が発せられ経済活動が制約されましたが、10月には全面的に解除されて正常化に向かいました。また、

半導体不足やロックダウンによる東南アジアからの部品の調達難のために、自動車や空調機器などの業界で生産障

害が発生しました。資源高や供給制約を背景に、国内企業物価は上昇し、消費者物価も上昇に転じました。当社の

各種購買品の仕入れ価格が上昇し、主要原材料で国際相場商品の銅建値は、円安の影響もあり昨年10月19日に１ト

ン134万円の史上最高値を付けました。

このような経営環境のもと、当社は感染症のクラスターが発生することによる生産障害のリスクを回避するた

め、社員に対するワクチンの職域接種を実施しました。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、販売数量が19,197トン（前年同期比28.8％増加）となり、売上

高は192億75百万円（同84.5％増加）となりました。収益面につきましては、販売数量の増加等から営業利益は16

億89百万円（同74.4％増加）となりましたが、銅相場のリスクをヘッジするためのデリバティブ取引でデリバティ

ブ損失が２億69百万円（うち当第３四半期分は１億16百万円）、デリバティブ評価損が１億82百万円（うち当第３

四半期分は１億77百万円）発生したため、経常利益は12億49百万円（同362.1％増加）、四半期純利益は８億50百

万円（同356.2％増加）となりました。

なお、第１四半期会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を適用しております。詳細につきましては、「２.四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関

する注記事項（会計方針の変更）」をご確認ください。

当社は伸銅品関連事業の単一セグメントとしております。伸銅品関連事業の部門別の経営成績を示すと、次のと

おりであります。

（伸銅品）

当社の主力製品である伸銅品においては、販売数量18,546トン（前年同期比29.3％増加）、売上高は、販売数量

が増加したため、162億96百万円（同86.8％増加）となりました。

（伸銅加工品）

伸銅加工品においては、売上高は８億95百万円（前年同期比35.3％増加）となりました。

（その他の金属材料）

その他の金属材料においては、伸銅品原材料の転売が主で、売上高は20億83百万円（前年同期比96.6％増加）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は126億54百万円となり、前事業年度末と比べ29億19百万円増加しま

した。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が13億10百万円増加、電子記録債権が10億44百万円増加、棚卸資

産が６億69百万円増加したことによるものであります。固定資産は31億91百万円となり、前事業年度末に比べ21百

万円減少しました。

この結果、資産合計は158億45百万円となり、前事業年度末に比べ28億98百万円増加しました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は61億11百万円となり、前事業年度末と比べ23億14百万円増加しまし

た。これは主に短期借入金が12億60百万円、支払手形及び買掛金が６億69百万円増加したことによるものであり

す。固定負債は４億54百万円となり、前事業年度末に比べ０百万円増加しました。

この結果、負債合計は65億66百万円となり、前事業年度末と比べ23億14百万円増加しました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は92億79百万円となり、前事業年度末に比べ５億84百万円増加しま

した。これは主に四半期純利益８億50百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は58.6％（前事業年度末は67.2％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2021年８月13日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の業

績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2022年２月14日）発表しております「業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 264 251

受取手形及び売掛金 3,712 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 5,022

電子記録債権 2,799 3,843

商品及び製品 782 941

仕掛品 1,217 1,336

原材料及び貯蔵品 839 1,229

未収還付法人税等 45 －

その他 72 29

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,734 12,654

固定資産

有形固定資産

土地 2,078 2,078

その他（純額） 645 612

有形固定資産合計 2,723 2,690

無形固定資産 6 60

投資その他の資産

その他 482 440

投資その他の資産合計 482 440

固定資産合計 3,213 3,191

資産合計 12,947 15,845

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,355 2,024

短期借入金 1,900 3,160

未払法人税等 17 325

賞与引当金 88 33

その他 437 568

流動負債合計 3,797 6,111

固定負債

退職給付引当金 22 26

その他 431 428

固定負債合計 454 454

負債合計 4,252 6,566

純資産の部

株主資本

資本金 1,595 1,595

資本剰余金 290 290

利益剰余金 6,763 7,591

自己株式 △30 △240

株主資本合計 8,618 9,235

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 77 43

評価・換算差額等合計 77 43

純資産合計 8,695 9,279

負債純資産合計 12,947 15,845

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 10,445 19,275

売上原価 8,993 17,050

売上総利益 1,452 2,224

販売費及び一般管理費 483 535

営業利益 968 1,689

営業外収益

受取利息 0 －

受取配当金 6 6

雇用調整助成金 22 －

その他 5 7

営業外収益合計 34 14

営業外費用

支払利息 1 2

デリバティブ損失 584 269

デリバティブ評価損 144 182

その他 2 0

営業外費用合計 733 454

経常利益 270 1,249

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 270 1,249

法人税等 83 398

四半期純利益 186 850

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

この適用により、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービス

の提供における当社の役割が代理人に該当する一部の売上取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払

う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高及び売上原価が４億75百万円それぞれ減少しております。また、利益

剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしま

した。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法

による組替えをおこなっておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期財務諸表への影響はあ

りません。

（追加情報）

（会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響）

前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する

仮定について重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 5 -

日本伸銅株式会社（5753）　2022年3月期　第3四半期決算短信


	N_2021.12_短信サマリー_20220209
	N_2022.03期_3Q短信文章_20220124

